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□制御ユニット（別売）にて本機を制御するための設定をすることができます。

□設定ボタンを押した後、P24を参考に［機器制御
設定］モードを呼び出してください。

1.設定モードを呼び出す

制御ユニット（別売）にて本機の制御について設定するには

□再生/一時停止ボタンを押すと機器制御設定
のメニューに入ります。

2.再生/一時停止ボタンを押す

選択

機器制御設定
USB 【設定】

　　　機器制御設定 　　　　　　　　　　　　　説　　明

制御なし
 制御ユニット（別売）にて制御を行いません。

 制御ユニット（別売）を組み込んでいない場合もこちらを選択します。

制御あり 制御ユニット（別売）にて制御を行います。

選択

□スキップ/サーチボタンを押して機器制御設定
を選択し、再生/一時停止ボタンを押して決定
します。

□決定すると本機は右記画面となり、設定が保存
され、約4秒後、本機が再起動し、機器制御設定
についての状態を反映後、電源ON時の初期
画面となります。

3.機器制御設定を選択する

制御なし 制御あり

機器制御設定の仕方
ヒント：操作を途中で取り止める場合は

停止ボタンを押してください。

制御なし
USB 機器制御設定

制御あり
USB 機器制御設定

決定

まもなく再起動します

設定が変更されました

制御ユニット（別売）を組み込んでいない場合に［制御あり］に設定しますと［通信エラー］
表示になり再生できません。
その場合は、設定ボタンを押して上記の手順で［制御なし］に設定し直してください。

制御ユニット（別売）を組み込んでいても、本機を手動操作のみで使用する場合は、
機器制御設定を［制御なし］に設定してください。

注意...
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組込方法

SD/USBレコーダー
ユニット

図1
ユニット挿入口　

●本機をねじで固定する前に、必ず本機後面のコネクターが組込機器側のコネク
ターに確実に接続されているか確認してください。確認事項は以下のとおりです。
・本機前面パネルと組込機器の挿入部周辺が同一面に揃っていますか。

ご確認

ユニット両側面を持って挿入する

ユニット両側面を持って挿入する

ブランクパネル
取付ねじ

本機をユニット挿入口に
挿入しブランクパネル
取付ねじ2本でユニットを
固定する

1.本機を組み込む機器の前面のユニット挿入口ブランクパネルを2本の取付ねじを  
はずし取り除いてください｡

2.本機を組込機器前面のユニット挿入口に挿入し、軽く押し込んで本機の接続コネク
ターを挿入口内部のコネクターに接続してください。

3.本機をブランクパネルを取り付けてあった2本のねじで固定してください。(図1参照)

自動電源制御機能について
●本機には電源の「入／切」を外部から制御できる自動電源制御機能があります。
組込機器にFM/AMラジオチューナーユニット AU-100が一緒に収納されている
場合は AU-100の電源が入れば本機の電源は自動的に切れます。本機を使用
される場合は AU-100の音量調節つまみ（電源スイッチ兼用）を必ず「切」位置に
してください。

SD/USBレコーダーユニットを持つときは、前面
パネル部だけを持たないでください。前面パネル
部が外れ、故障の原因になることがあります。

SD/USBレコーダーユニット後部の基板には触れない。
故障の原因になることがあります。

取付作業をおこなう場合は必ず､組込機器の電源を
切るか､電源プラグをコンセントから抜いてください。
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ジャンパーピンを
「通常」または
「優先」側に
差し換える

図2

ジャンパーピン

優先通常
被制
御

設定の変更の仕方

「被制御」を「通常」または「優先」に変更する場合
●本機は組込機器本体のオートマチックフェーダ－回路のはたらきで自動的に音量が
減衰する「被制御」に設定されています。自動的に音量が減衰しない「通常」で使用
される場合は本機後部の基板上のジャンパーピンを「通常」側に差し換えてくだ
さい。または本機の動作により被制御に設定された機器の音量を自動的に減衰
させる「優先」で使用される場合は「優先」側に差し換えてください。（図2参照）
●工場出荷時にジャンパーピンは「被制御」に設定しています。

図3

ジャンパーピン

ピンセットなどを使用し、
ジャンパーピンを「ON」
側に差し換える

常時通電

制御機能を使用する場合
①ジャンパーピンを常時通電「OFF」から「ON」側に差し換える
●本機後部の基板上のジャンパーピンを常時通電「ON」側に差し換えてください。
（図3参照）
●工場出荷時にジャンパーピンは常時通電「OFF」に設定しています。
②P34の説明に従って、機器制御設定を［制御なし］から［制御あり］に設定する
●工場出荷時の機器制御設定は［制御なし］に設定しています。

詳しくは制御ユニット（別売）の取扱説明書をご覧ください｡

ジャンパーピンを接続しません
と音声が出力されません。
ジャンパーピンを紛失しない
ようにご注意ください。

注意...

制御ユニット（別売）を組み込んでいても、本機を手動操作のみで使用する場合は、
機器制御設定を［制御なし］でご使用ください。

注意...
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制御ユニット(別売)での設定方法
□制御ユニット(別売)で本機を制御する際は、P36の「制御機能を使用する場合」の設定を行った上で、下記の
手順で設定を行ってください。

□制御ユニット（別売）で、プログラム設定を事前に行っておいてください。詳しくは制御ユニット（別売）の
取扱説明書をご覧ください｡

1.プログラム設定をする（制御ユニット）

選択

□タイマー制御したいメディア(SDカード/USB
メモリー)を挿入します。
SDカード/USBメモリー双方挿入している
場合は、切換ボタンにて、タイマー制御したい
メディアを選択します。

3.メディアを挿入し、選択する（本機）

□制御ユニット（別売）のプログラム動作スイッチ
(タイマー)を切（OFF）にします。

2.タイマー切（OFF）にする（制御ユニット）

制御ユニット（別売）にて本機を制御するには

USB SD

SONG0001USB

USB

制御ユニット（別売）
例：AU-404

□制御ユニット（別売）のプログラム動作スイッチ
(タイマー)を入（ON）にします。

□タイマー入（ON）状態では、AU-501の画面は、
右記のようにキーロック表示となり、選択され
ているメディアがディスプレイ左上に表示され
ます。

※キーロック時は、キー入力は受け付けません。
（音量・スピードコントロールは、調整可能
です。）

4.タイマー入（ON）にする（制御ユニット）

制御ユニット（別売）
例：AU-404

選択されている
メディア

キーロック表示

●タイマー制御したいメディア（SDカード/USBメモリー)を、途中で切り換えたい場合、
もしくは、音源を入れ換える場合は制御ユニット（別売）のプログラム動作スイッチ
(タイマー)を必ず切（OFF）にした後、切換ボタンにてメディアを切り換えてください。
プログラム動作スイッチ（タイマー）を入（ON）にしたまま、メディアを抜き挿ししない
ようにしてください。

●SDカード/USBメモリー双方挿入している場合は、片方のメディアが抜かれた時点で、
もう一方のメディアに切り換わります。再度抜いたメディアを挿入しても、そのメディア
には自動的に切り換わりません。音源を追加・変更する際は、メディアを挿入後、切換
ボタンにて、再生したいメディア側に切り換えてください。

注意...
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エラーメッセージの説明

［メディアなし］　内容･･･SDカード/USBメモリーの未挿入
SDカード/USBメモリーが挿入されていません。SDカード/USB
メモリーを挿入してください。

［ERROR/No.      ］　内容･･･本機のシステムエラー
「No.001」以外のエラーNo.が表示している場合は、組込機器本体の
電源スイッチを「切」にして再度電源を入れてエラー表示を解除して
ください。もしエラー表示が消えない場合は販売店や工事店などに
ご連絡ください。そのときは必ずエラーNo.をお伝えください。

［ERROR/No.001］　内容･･･SDカード/USBメモリーの異常 
これらのエラーNo.が表示している場合はどの操作ボタンを押しても
フォーマット確認の表示に変わります。このときは組込機器本体の電源
スイッチを「切」にして再度電源を入れてエラーを解除してください。
それでもエラー表示が解除しない場合はSDカード/USBメモリーの
データが消滅しても問題のない事を確認し、いずれかの操作ボタンを
押してそのままフォーマットの操作を続けてください。

［録音/メモリ残量なし］　内容･･･SDカード/USBメモリーのメモリー残量僅少 
SDカード/USBメモリーのメモリー残量が僅少なため、録音ができない
状態です。不要なデータを消去するか、他のSDカード/USBメモリーと
交換して録音してください。

［録音/ライトプロテクト］
［設定/ライトプロテクト］

　内容･･･SDカードがロック状態 

SDカードの誤消去防止スイッチがロック状態になっているため録音
できません。ロック状態を解除してから録音してください｡

［NO DATA］　内容･･･SDカード/USBメモリーに音源ファイルなし 
SDカード/USBメモリーに音源ファイルが入っていません。録音、または
データの転送をするか、他のSDカード/USBメモリーと交換してください｡

メディアなし

［非対応USB］　内容･･･非対応USB機器の接続、USBメモリーの故障
本機で使用できないUSB機器が接続されています。もしくは、USB
メモリーの故障です。電源を切り、USB機器を外してください。P5に
記載のUSBメモリーをご使用ください。

設定
ライトプロテクト

SD

録音SD

ライトプロテクト

録音
メモリ残量なし

SD

［通信エラー］　内容･･･制御ユニット（別売）との通信エラー 
左記エラーが表示している場合は、組込機器本体の電源スイッチを
「切」にして（電源プラグも抜く）、再度電源を入れてエラー表示を解除
してください。制御ユニットを組み込んでいない場合、もしくは、制御
ユニットからの制御を行わない場合は、P34の説明に従って、機器制御
設定を「制御なし」にしてください。

非対応USB　電源OFF
後  USBを抜いて下さい

通信エラー

NO DATAUSB

[ERROR]

[ERROR]

表 示 部 内 容 / 対 策

エラーメッセージが表示された場合は下記を参照にエラーの内容を確認してください。
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ほんのちょっとしたことで正常に動作せず､故障かな？と思うことがあります。次の要領で点検してみてください。

組込機器の電源が接続されていますか。
ディスプレイ表示灯が点灯していますか｡
SDカード/USBメモリーが入っていますか。
［メディアなし］
SDカード/USBメモリーに転送したデータの
ファイル形式が正しいですか。［NO DATA］

SDカード/USBメモリーのフォーマット形式は
正しいですか。［ERROR/No.001］

パスワードロック機能付のUSBメモリーを使用
していませんか。［NO DATA］

画面表示が「　 通信エラー」になっていま
せんか。
［    通信エラー］

制御ユニット（別売）のプログラム動作スイッチ
（タイマー）が入（ON）になっていませんか。
［キーロック表示　　　］

機器制御設定が「制御なし」になっていませんか。

音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡

本機の中にSDカード/USBメモリーが入って
いませんか｡
SDカードを裏表逆に入れていませんか｡
USBメモリーのUSB端子の向きを逆に入れて
いませんか｡
SDカード/USBメモリーのメモリー残量が不足
していませんか。［録音/メモリ残量なし］
SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチ
がロック側になっていませんか。
［録音/ライトプロテクト］
［設定/ライトプロテクト］

動作選択スイッチが「メモリー」側（下）になって
いませんか。

動作選択スイッチが「機能」側（上）になって
いませんか。

電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
電源スイッチを入れてください。

SDカード/USBメモリーを挿入してください｡

MP3/WMA形式の音源ファイル及び本機で
録音した音源ファイルを使用してください｡
P38の説明をご覧ください。また、P6の説明に
従ってフォーマットしたSDカード/USBメモリーを
使用してください｡
パスワードロック機能無しのUSBメモリーを使用
してください。
制御ユニット（別売）を組み込んでいる場合は、
組込機器本体の電源スイッチを「切」にして（電源
プラグも抜く）、再度電源を入れてエラー表示を
解除してください。
制御ユニット（別売）を組み込んでいない場合は、
P34の説明に従って、機器制御設定を「制御なし」
にしてください。
制御ユニット（別売）のプログラム動作スイッチ
（タイマー）を切（OFF）にしてください。詳しくは制御
ユニット（別売）の取扱説明書をご覧ください。
P34の説明に従って、機器制御設定を「制御あり」
にしてください。

適当な音量に調節してください。

SDカード/USBメモリーを取り出してください｡

SDカードのレーベル面を上にして入れてください｡
USB端子の向きを確認し、向きを合わせて挿入
してください。
不要なデータを消去してください｡
他のSDカード/USBメモリーに交換してください｡

誤消去防止スイッチのロックを解除してください｡

動作選択スイッチを「機能」側（上）にしてください。

動作選択スイッチを「メモリー」側（下）にしてくだ
さい。

症 状 点 検 項 目［ 表 示 部 ］ 対 策

全く動作しない
再生できない

制御ユニット（別売）から
制御ができない
演奏時間は進んでいるが
音声が出てこない

SDカード/USBメモリーが
入らない

録音ができない

録音、消去、フォーマットが
できない

ボタンを押しても、設定・
録音・再生モード・リピート
設定ができず、曲が再生
される
ボタンを押してもメモリー
再生ができない

故障と思う前に

ID3タグのバージョンがID3v2.4になっていま
せんか？
もしくは、曲名などを入れる際、文字コードの
設定が「UTF-8」になっていませんか？
再生モードが、「リレー再生」を使えない「プロ
グラムインターバル再生」、もしくは「インター
バル再生」になっていませんか？

再生モードが、「プログラムインターバル再生」、
もしくは「インターバル再生」になっていませんか？
上記２種の再生モードでは、使用できないリピート
設定になっている場合、表示が［----］となり
ます。

表示がキーロック状態［　　］で、制御したい
メディアを抜き挿ししていませんか？

ID3タグのバージョンをID3v2.3にして、曲名などを
入れてください。
また、曲名などを入れる際、文字コード設定は
「UTF-16」で入力してください。

再生モードボタンを押して、再生モードを「再生モード
なし」、もしくは「プログラム再生」にしてください。

リピートボタンを押して、左記２種の再生モードに
対応したリピート設定をしてください。
「プログラムインターバル再生」、「インターバル再生」
を用いない場合は、再生モードボタンを押して、
再生モードを「再生モードなし」、もしくは「プログラム
再生」にしてください。
SDカード/USBメモリーのメディアが双方挿入して
いる状態で、メディア選択がされている側のメディア
を抜くと、自動的にもう一方のメディアに切り換える
仕様となっております。
その後、再度抜いたメディアを挿入しても、その
メディアに自動的に切り換わりません。
その際は、制御ユニット（別売）のプログラム動作
スイッチ（タイマー）を切（OFF）にして、メディアを
選択・確認した後に、制御ユニットのプログラム
動作スイッチ（タイマー）を入（ON）にしてください。

曲名などが文字化け
して表示される

リピートボタンを押しても、
リレー再生に変わらない

リピート表示が［----］と
なっている

制御ユニット（別売）
制御設定時にタイマー
で制御したいメディア
（SDカード/USBメモリー）
を切り換えていないのに
いつの間にかメディア
が切り換わっている
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■あなたが本機を利用して著作権の対象となっている著作物を複製、編集などしたものや、他人の講演
などを録音したものは、個人として楽しむなどの他は著作権法上、権利者に無断で使用できません。
●放送コード、CD、その他の録音物や他人の演奏などは、音楽の歌詞・楽曲と同じく著作権法に
より保護されています。従って、個人使用の範囲を超えて、それらを録音、編集して、販売・レンタル・
譲渡したり、営利のために使用する場合には、著作権法上、権利者の許諾が必要です。

●詳しい内容や、著作権物に関する許諾のための手続きについては､「日本音楽著作権協会」
（JASRAC）の本部または最寄りの支部にお問い合わせください。

著作権法について

組込機器の電源が接続されていますか。
ディスプレイ表示灯が点灯していますか｡
SDカード/USBメモリーが入っていますか。
［メディアなし］
SDカード/USBメモリーに転送したデータの
ファイル形式が正しいですか。［NO DATA］

SDカード/USBメモリーのフォーマット形式は
正しいですか。［ERROR/No.001］

パスワードロック機能付のUSBメモリーを使用
していませんか。［NO DATA］

画面表示が「　 通信エラー」になっていま
せんか。
［    通信エラー］

制御ユニット（別売）のプログラム動作スイッチ
（タイマー）が入（ON）になっていませんか。
［キーロック表示　　　］

機器制御設定が「制御なし」になっていませんか。

音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡

本機の中にSDカード/USBメモリーが入って
いませんか｡
SDカードを裏表逆に入れていませんか｡
USBメモリーのUSB端子の向きを逆に入れて
いませんか｡
SDカード/USBメモリーのメモリー残量が不足
していませんか。［録音/メモリ残量なし］
SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチ
がロック側になっていませんか。
［録音/ライトプロテクト］
［設定/ライトプロテクト］

動作選択スイッチが「メモリー」側（下）になって
いませんか。

動作選択スイッチが「機能」側（上）になって
いませんか。

電源プラグをコンセントに差し込んでください｡
電源スイッチを入れてください。

SDカード/USBメモリーを挿入してください｡

MP3/WMA形式の音源ファイル及び本機で
録音した音源ファイルを使用してください｡
P38の説明をご覧ください。また、P6の説明に
従ってフォーマットしたSDカード/USBメモリーを
使用してください｡
パスワードロック機能無しのUSBメモリーを使用
してください。
制御ユニット（別売）を組み込んでいる場合は、
組込機器本体の電源スイッチを「切」にして（電源
プラグも抜く）、再度電源を入れてエラー表示を
解除してください。
制御ユニット（別売）を組み込んでいない場合は、
P34の説明に従って、機器制御設定を「制御なし」
にしてください。
制御ユニット（別売）のプログラム動作スイッチ
（タイマー）を切（OFF）にしてください。詳しくは制御
ユニット（別売）の取扱説明書をご覧ください。
P34の説明に従って、機器制御設定を「制御あり」
にしてください。

適当な音量に調節してください。

SDカード/USBメモリーを取り出してください｡

SDカードのレーベル面を上にして入れてください｡
USB端子の向きを確認し、向きを合わせて挿入
してください。
不要なデータを消去してください｡
他のSDカード/USBメモリーに交換してください｡

誤消去防止スイッチのロックを解除してください｡

動作選択スイッチを「機能」側（上）にしてください。

動作選択スイッチを「メモリー」側（下）にしてくだ
さい。

全く動作しない
再生できない

制御ユニット（別売）から
制御ができない
演奏時間は進んでいるが
音声が出てこない

SDカード/USBメモリーが
入らない

録音ができない

録音、消去、フォーマットが
できない

ボタンを押しても、設定・
録音・再生モード・リピート
設定ができず、曲が再生
される
ボタンを押してもメモリー
再生ができない

ID3タグのバージョンがID3v2.4になっていま
せんか？
もしくは、曲名などを入れる際、文字コードの
設定が「UTF-8」になっていませんか？
再生モードが、「リレー再生」を使えない「プロ
グラムインターバル再生」、もしくは「インター
バル再生」になっていませんか？

再生モードが、「プログラムインターバル再生」、
もしくは「インターバル再生」になっていませんか？
上記２種の再生モードでは、使用できないリピート
設定になっている場合、表示が［----］となり
ます。

表示がキーロック状態［　　］で、制御したい
メディアを抜き挿ししていませんか？

ID3タグのバージョンをID3v2.3にして、曲名などを
入れてください。
また、曲名などを入れる際、文字コード設定は
「UTF-16」で入力してください。

再生モードボタンを押して、再生モードを「再生モード
なし」、もしくは「プログラム再生」にしてください。

リピートボタンを押して、左記２種の再生モードに
対応したリピート設定をしてください。
「プログラムインターバル再生」、「インターバル再生」
を用いない場合は、再生モードボタンを押して、
再生モードを「再生モードなし」、もしくは「プログラム
再生」にしてください。
SDカード/USBメモリーのメディアが双方挿入して
いる状態で、メディア選択がされている側のメディア
を抜くと、自動的にもう一方のメディアに切り換える
仕様となっております。
その後、再度抜いたメディアを挿入しても、その
メディアに自動的に切り換わりません。
その際は、制御ユニット（別売）のプログラム動作
スイッチ（タイマー）を切（OFF）にして、メディアを
選択・確認した後に、制御ユニットのプログラム
動作スイッチ（タイマー）を入（ON）にしてください。

症 状 点 検 項 目［ 表 示 部 ］ 対 策

曲名などが文字化け
して表示される

リピートボタンを押しても、
リレー再生に変わらない

リピート表示が［----］と
なっている

制御ユニット（別売）
制御設定時にタイマー
で制御したいメディア
（SDカード/USBメモリー）
を切り換えていないのに
いつの間にかメディア
が切り換わっている

故障と思う前に
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50

169
161

外観寸法図 （単位：mm）

定格
電 源 電 圧
消 費 電 流

表 示

適 合 S D カ ー ド
適 合 U S Bメモリー
フ ァ イ ル シ ス テ ム
ファイル保存最大数
フォルダー識別最大数
音 声 圧 縮 伸 長 方 式
再 生 ビ ット レ ート
録 音 ビ ット レ ート
周 波 数 特 性
再生スピードコントロール
Ｓ ／ Ｎ 比
ダイナミックレンジ
ひ ず み 率
選 曲
入 力 感 度
定 格 出 力

付 帯 機 能

使 用 温 度 範 囲
外 装
寸 法
質 量
付 属 品

DC12V 組込機器本体より受電
400mA以下（12V）
動作表示 ：液晶表示
バックライト ：発光ダイオード　黄緑
録音表示 ：発光ダイオード　赤
SDA準拠SD/SDHCカード（容量32ＧＢまで）　※SDXCは除く
USBマスストレージクラス準拠USBメモリー（容量32ＧＢまで）
FAT16、FAT32
999（メディアの容量、および、ファイルに依存） 
999（ルートディレクトリを含む）
MP3形式（MPEG1 Audio Layer3）、WMA形式（Windows Media Audio Ver.9）
MP3形式32kbps～320kbps、WMA形式48kbps～192kbps
MP3形式のみ128kbps （サンプリング周波数44.1kHz）
20Hz～20kHz
－15％～＋15%可変
70dB以上
65dB以上
0.2％以下
前後1曲
録音入力：－2dBV ±3dB 10kΩ
音声出力：－10dBV ±3dB 10kΩ
再生モード選択（プログラム再生、インターバル再生、プログラムインターバル再生）、
リピート選択（1曲リピート、全曲リピート、リレー、ランダム）、メモリー再生機能、音量調節、
スピードコントロール、経過時間表示、一時停止、スキップ機能、早送り早戻し機能、
消去機能、フォーマット機能、プログラム登録・編集・消去機能、自動バックライトオフ機能
0℃～＋40℃
パネル：（ABS樹脂）黒色半艶塗装
幅 169mm　高さ 50mm　奥行 209mm
約 660g
取扱説明書（保証書付） 1 

5
209

148
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発売元

製造元

〒573-1132 大阪府枚方市招提田近3-6  TEL.(072)855-3334(代)

　　　 　　年　　 　月　 　 　日より
電子回路部１ヶ年、ケース(外装部) 6ヶ月

SD/USBレコーダーユニット  AU-501  保証書

見本

お買い上げ日

印

保
証
期
間

お 

客 

様

お名前

ご住所　〒

様

電話（ 　　　　）   　　　 -

販 

売 

店

店名・住所

電話（ 　　　　）   　　　 -

無料修理保証の範囲
①保証期間内において､取扱説明書などに従った正常な使用
状態において故障した場合に無料で修理いたします｡

②修理の際は必ず保証書の提示があること。
③当保証書の所定項目に必要事項が記入され､故意に字句を
訂正していないこと。

無料修理保証の免責範囲
（次のような場合は保証期間内でも有料修理となります｡）
①使用上の誤り及びお取扱いの乱用などによる故障、磨耗。
②不当な修理改造による故障、損傷。
③正常なご使用でも、消耗部品の自然消耗、磨耗、劣化によるもの。
④お買上げ後の落下､傷など､お取り扱い上に起因するもの。
⑤火災､水害､落雷､地震､その他の天災によるもの｡また塩害､
有毒ガス､異常電圧などが原因の損傷｡

⑥故障の原因が本製品以外の機器の影響によるもの。
⑦常識的に正常な動作状態であるにもかかわらず､修理または
部品交換などの要求をされる場合｡

この保証書は日本国内においてのみ有効です｡この保証書は
再発行いたしませんので大切に保管してください｡この保証書は
本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束
するものです｡したがって､この保証書によってお客様の法律上の
権利を制限するものではありません。
（This warranty is val id only in Japan）

本書は本書記載内容で無料修理を行なうことを保証するものです｡
お買い上げの日から上記期間内に故障が発生した場合は本書を
提示のうえ､お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

保証規定製造
番号
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トラック（プログラム）番号
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

曲目（ファイル名） （時間）分：秒　 
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

SDカード/USBメモリーファイルリスト

SDカード/USBメモリー名称：

トラック（プログラム）番号 曲目（ファイル名） （時間）分：秒　 
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

SDカード/USBメモリー名称：

No.　

No.　

SDカード/USBメモリーの曲目（ファイル名）やプログラム登録
された内容を下表に記録してご使用ください。内容の変更が予測
される、曲目が多いなどの場合はコピーしてご利用ください｡

SONG0001

プログラム番号

SONG0001

トラック番号

USB USB

PROG.

RKTAU501-H0-2


